
（
六
月
十
二
日
開
催
の
評
議
員
会
会
議
風
景
） 

 

（１） ２０２０年（令和２年）７月１日 第２２号  

 
   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防 

止
の
た
め
、
五
月
二
十
二
日
開
催
予
定 

の
理
事
会
を
中
止
し
、
令
和
元
年
度
事 

業
報
告
及
び
決
算
等
の
決
議
事
項
並
び 

に
報
告
事
項
を
理
事
及
び
監
事
に
提
案 

し
、
書
面
で
理
事
全
員
が
同
意
し
、
監 

事
全
員
が
異
議
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

そ
の
後
、
六
月
十
二
日
に
評
議
員
会 

を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及 

び
決
算
並
び
に
監
査
報
告
を
審
議
す
る 

と
と
も
に
、
評
議
員
、
理
事
及
び
監
事 

の
一
部
選
任
替
え
を
行
っ
た
。 

 
 

  

 

・
幼
稚
園 

（
一
〇
件
） 

一
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
小
学
校 

 

（
七
件
） 

二
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

   

・
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

  

   

   

・
中
学
校 

 

（
四
件
） 

 

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 

・
社
会
教
育
（
一
〇
件
） 

 
 

二
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習 

（
五
件
） 

五
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円  

 

・
地
域
文
化
（
二
八
件
） 

三
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
ま
ち
づ
く
り
（
一
五
件
） 

二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成 

積
立
金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

令
和
元
年
度
同
事
業
実
施
校
園

分
四
五
万
円
を
取
崩
し
、
計
画
ど
お

り
一
六
〇
万
円
を
積
立
て
た
。 

ま
た
、
周
年
事
業
実
施
予
定
を 

 
 

照
会
し
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
校
園
に 

お
い
て
変
更
が
生
じ
て
い
た
の
で
、 

計
画
の
一
部
を
修
正
し
た
。 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成 

積
立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

各
校
園
に
お
い
て
急
増
し
て
い
る

外
国
籍
や
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
な

ど
日
本
語
の
指
導
を
要
す
る
子
供
た

ち
と
そ
の
保
護
者
と
の
意
思
疎
通
に

必
要
と
す
る
携
帯
型
翻
訳
機
等
の
外

国
語
対
応
教
育
環
境
整
備
を
行
う
中

央
区
所
在
の
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学

校
及
び
中
学
校
に
助
成
す
る
資
金
と

し
て
令
和
元
年
度
末
に
設
定
し
、
一

六
〇
万
円
を
積
立
て
た
。 

 
 

  

 

      

・
事
業
費
計 

二
〇
、
四
一
六
、
二
一
九 

円 
 

・
管
理
費
計 

一
〇
、
三
一
六
、
九
六
五 

円 
                        

 

    

※ 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成

積
立
金
か
ら
の
取
崩
額
四
五
万
円

を
加
え
、
同
積
立
金
へ
の
積
立
額
一

六
〇
万
円
を
引
き
、
さ
ら
に
、
外
国

語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成
積
立

金
へ
の
積
立
額
一
六
〇
万
円
を
引

く
と
、
収
支
相
償
額
は
△
七
二
、
六

一
九
円
と
な
り
適
合
す
る
。 

               

こ
の
度
、
評
議
員
を
務
め
る
一
部
各 

種
団
体
の
東
地
区
代
表
者
が
交
代
し 

た
の
で
、
評
議
員
の
一
部
選
任
替
え
を 

行
っ
た
。 

   

 

◎ 
 

三
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 

◎ 
 

五
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

○ 

評
議
員
の
一
部
改
選
は 

 
 
 
 

② 

◎ 

特
定
費
用
準
備
資
金
積
立
事
業 

◎ 

差 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

二
、
六
七
七
、
三
八
一 

円 

○ 

令
和
元
年
度
事
業
報
告 

○ 

令
和
元
年
度
決
算 

（
前
年
度
比 

一
、
九
八
六
、
六
三
七 

円
） 

◎ 

支 

出（
経
常
経
費
計
） 

三
〇
、
七
三
三
、
一
八
四 

円 

発 行 所 
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四
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 

◎ 
 

理
事
会
・
書
面
表
決 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

◎ 

収 

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
三
、
四
一
〇
、
五
六
五 

円 

評
議
員
会
・
開
催
審
議 

（
前
年
度
比 

二
、
一
四
〇
、
二
〇
六 

円
） 

① 

（
前
年
度
比 

一
、
〇
六
ニ
、
五
六
八 

円
） 

（
前
年
度
比 
一
、
九
二
四
、
〇
六
九 

円
） 



 

～
社
会
に
有
意
な
人
材
育
成
～ 

 
  （２） 

◆ 

辞
任
し
た
評
議
員 

石
中 

清
香 

(

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会) 

兼
重 
義
浩 

（
青
少
年
指
導
員
連
絡 

協
議
会
） 

◆ 

新
た
に
選
任
し
た
評
議
員 

  
 
 
 
 
 
 

  

山
内 
英
和 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会) 

  
 
 
 
 
 
 

  

田
中 

旬
子 

（
青
少
年
指
導
員
連 

絡
協
議
会
） 

  

こ
の
度
、
理
事
を
務
め
る
東
中
学
校
校

長
及
び
中
央
区
副
区
長
が
、
人
事
異
動
に

よ
り
交
代
し
た
の
で
、
理
事
の
一
部
選
任

替
え
を
行
っ
た
。 

◆ 

辞
任
し
た
理
事 

黒
田  

光  

（
東
中
学
校
校
長 →

 

大
阪
成
蹊
大
学
） 

木
口 

剛
一 

（
中
央
区
副
区
長 →

 

ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー 

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
㈱
） 

◆ 

新
た
に
選
任
し
た
理
事 

   

 

  

 

高
橋 

哲
也 

（
東
中
学
校
校
長←

大
淀
中
学
校
校
長) 

  
 
 
 
 
 
 

 

岩
﨑 

恵
久 

（
中
央
区
副
区
長←

 

西
区
総
務
課
長
） 

  

監
事
の
一
人
に
つ
い
て
も
、
次
の
通

り
選
任
替
え
を
行
っ
た
。 

◆ 
辞
任
し
た
監
事 

長
谷 
隆
雄
（
元
財
団
事
務
局
長
） 

◆ 

新
た
に
選
任
し
た
監
事 

沼
田 

 

宏
（
前
財
団
事
務
局
長
） 

財
団
事
務
局
長
が
交
代
し
ま
し
た
。 

六
月
一
日
付
け
で
沼
田 
宏
が
事
務

局
長
を
退
任
し
（
沼
田 

宏
は
六
月
十

二
日
付
け
で
監
事
に
就
任
し
ま
し

た
）
、
同
日
付
け
で
北
井
保
行
が
事
務

局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

 

令
和
元
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の
具

体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

            

          

  

◉ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 
 

 

  

     

     

玉
造
幼
稚
園
で
は
、
園
児
の
保
護
者
、 

地
域
の
人
々
（
敬
老
会
・
女
性
会
等
）、 

地
域
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
な
ど
、 

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し 

て
、
人
に
親
し
み
を
も
ち
、
人
と
関
わ
る

楽
し
み
を
味
わ
い
、
相
手
を
思
い
や
る
気

持
ち
を
育
て
た
。
ま
た
、
園
の
情
報
を
提 

供
し
、
教
育
内
容
の
理
解
と
協
力
を
得

た
。 

 
      

 

（
助
成
額
十
万
円
） 

    

開
平
小
学
校
で
は
、
船
場
に
育
ち
・ 

  

学
ぶ
児
童
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
育

て
る
た
め
、
平
成
六
年
当
時
の
教
職
員
が

編
纂
・
出
版
し
た
『
わ
が
町
船
場
』
を
活

用
し
て
、
引
き
続
き
地
域
学
習
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
授
業
実
践
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
学
校
要
覧
や
記
念
誌
を
発
行
す
る
と

と
も
に
、
令
和
二
年
二
月
二
二
日
に
記
念

式
典
を
挙
行
し
、
六
年
生
が
「
わ
が
町
船

場
ツ
ア
ー
・
船
場
っ
子
ガ
イ
ド
」
で
の
学

習
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。 

（
助
成
額
五
五
万
円
） 

           

◉ 

社
会
教
育
事
業
助
成  

  

コ
ミ
協
中
央
区
支
部
協
議
会
で
は
、
ラ 

イ
ブ
形
式
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し 

          

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

船
場
の
伝
統
を 

「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の 

ふ
れ
あ
い
事
業
」 （地域の女性会の方との盆踊り風景） 

 

「
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
」 

○ 

監
事
の
一
部
改
選 

○ 

理
事
の
一
部
改
選 



「
い
き
い
き
教
室
」  

   
 

（３）  

て
、
地
域
の
音
楽
文
化
の
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
幅
広
い
年
代
が
音
楽
に
気
軽
に

触
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
親
子
の
絆
づ
く

り
に
も
寄
与
し
た
。 

 

           

ま
た
、「
ち
び
っ
子
落
語
教
室
」
で
は
、 

落
語
を
通
し
て
表
現
力
を
培
っ
て
会
話

力
向
上
を
図
り
、「
小
学
生
お
仕
事
体
験
」

で
は
、
大
阪
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学

校
の
協
力
を
得
て
、
実
験
を
通
し
て
理
科

の
楽
し
さ
を
知
る
機
会
と
し
た
。 

さ
ら
に
、
区
の
花
で
あ
る
パ
ン
ジ
ー
と

梅
を
広
く
区
民
に
周
知
し
、
連
帯
感
を
高

め
た
。 

 
 
 

 

（
助
成
額
二
五
万
円
）  

 

  
 

生
涯
学
習
推
進
員
中
央
区
連
絡
会
で 

  

  

  

は
、
中
央
区
に
お
け
る
生
涯
学
習
が
円

滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
支
援
事

業
を
行
っ
た
。 

① 

区
民
対
象
体
験
学

習
会…

区
民
ま
つ
り
で
「
不
思
議
な
磁

石
」
手
作
り
体
験
と
生
涯
学
習
ル
ー
ム

作
品
の
販
売
ブ
ー
ス
の
運
営 

② 

生

涯
学
習
ル
ー
ム
ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る…

総

合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
不
思
議
な

磁
石
」
の
手
作
り
と
生
涯
学
習
ル
ー
ム

作
品
の
販
売
を
運
営 

③ 

中
央
区
生

涯
学
習
ル
ー
ム
交
流
会…

区
民
セ
ン
タ

ー
で
区
内
ル
ー
ム
受
講
生
又
は
推
進
員

が
活
動
の
成
果
を
舞
台
や
作
品
展
示
で

発
表
し
、
今
後
の
発
展
や
充
実
を
目
指

し
た
。
④ 

生
涯
学
習
推
進
員
研
修…

阿

倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
防
災
に
関
す 

 

 

         

 

      

中
大
江
公
園
愛
護
会
で
は
、
十
二
月 

三
日
、
千
五
百
も
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を 

集
め
、
六
百
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
高 

（
助
成
額
五
十
万
円
） 

 

  

る
知
識
・
技
術
を
体
験
コ
ー
ス
を
通
し
て

学
習
し
た
。        

（
助
成
額
十
万
円
） 

◉ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

        心
に
花
咲
く
「
緑
花
中
央
」
で
は
、 

年

間
を
通
じ
て
区
役
所
花
壇
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
水
や
り
を
行
い
、
毎
月
第
二
金
曜

日
に
は
緑
化
相
談
を
開
設
し
て
い
る
。 

そ
の
他
、
四
月
・
靭
公
園
内
の
花
壇
づ

く
り
、
九
月
・
緑
化
リ
ー
ダ
ー
サ
ポ
ー
タ

ー
の
苔
テ
ラ
リ
ュ
ー
ム
、
十
月
・
区
民
ま

つ
り
寄
せ
植
教
室
開
催
、
二
月
・
文
化
の

つ
ど
い
展
示
会
等
を
行
い
、
花
と
緑
の
美

し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
。 

             
 

（
助
成
額
十
二
万
円
） 

   

             

       

  

 

 

 

    

  

  

集
英
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
い
き
い
き
教
室
」（
い
ど
ば
た
会
＝
年

二
三
回
開
催
、
コ
ー
ラ
ス
＝
一
二
回
、

日
舞
＝
二
三
回
、
茶
道
＝
一
四
回
、
着

付
＝
一
一
回
、
整
軸
体
操
＝
一
一
回
）

の
運
営
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
教
室
の

効
果
を
み
る
た
め
、
い
き
い
き
発
表
会

を
二
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
児
童
と

の
世
代
間
交
流
会
の
機
会
も
三
回
も
っ

た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
友
達
づ
く
り
が
進
み
、

お
互
い
の
教
養
と
文
化
が
高
め
ら
れ
、 

地
域
活
性
化
に
寄
与
し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

        

         
地
域
生
涯
学
習  

「
中
央
区
緑
化
事
業
」  

（童謡コンサート風景） 

「
生
涯
学
習
推
進
事
業
」  

（いきいき教室発表会風景） 

（区民まつりでの手作り体験と作品販売ブース） 

（ 緑 化 活 動 風 景 ） 



                             

  
       

日
本
人
は
、
古
く
か
ら
鳥
の
肉
は
食
用

に
し
て
い
た
が
、
牛
や
豚
な
ど
の
獣
の
肉

を
食
べ
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
視
し
て
き
た
。

牛
肉
や
豚
肉
が
本
格
的
に
食
べ
ら
れ
始

め
た
の
は
明
治
維
新
後
で
あ
っ
て
、
肉
文

化
は
比
較
的
新
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
西
で
そ
の
文
化
に
違
い
が
あ
る
。 

大
阪
で
肉
と
い
え
ば
牛
肉
で
、
牛
肉
消

費
量
が
関
西
は
関
東
の
三
倍
で
あ
る
。
東

京
で
肉
と
い
え
ば
豚
肉
・
牛
肉
・
鶏
肉
な

ど
い
ろ
い
ろ
で
、
豚
肉
消
費
量
が
関
東
は

関
西
の
三
倍
で
、
東
京
人
は
豚
肉
を
好
む

よ
う
で
あ
る
。 

東
西
の
肉
文
化
の
違
い
は
、
歴
史
や
風

土
の
違
い
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

関
東
以
北
は
畑
地
が
多
く
、
ま
た
、
気
候

的
に
農
耕
適
期
が
短
く
、
作
業
に
ス
ピ
ー

ド
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
馬
の
厩
肥
が

醗
酵
に
よ
っ
て
地
熱
を
高
め
る
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
を
耕
す
の
に
牛

よ
り
馬
を
多
く
使
っ
た
。
関
西
は
水
田
が 

 

 
  

 

多
く
、
農
耕
に
牛
が
使
わ
れ
、
和
牛
の

飼
育
が
盛
ん
と
な
り
、
後
の
牛
肉
需
要

の
拡
大
を
支
え
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

江
戸
時
代
、
獣
肉
は
一
般
に
食
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
彦
根
藩
で
は
「
牛

肉
味
噌
漬
」
を
薬
用
と
し
て
作
り
売
っ

て
い
た
と
い
う
。
明
治
初
期
に
但
馬
牛

が
外
国
人
に
認
め
ら
れ
、
神
戸
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
が
確
立
し
た
。
近
江
牛
も
松
阪 

牛
も
但
馬
牛
が
元
牛
で
あ
り
、
和
牛
の

ル
ー
ツ
は
但
馬
牛
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
大
き
く
い
え
ば
、
海
外
の
影
響
を

早
く
か
ら
受
け
て
き
た
西
日
本
で
は
牛

肉
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

る
。
一
方
、
西
日
本
に
比
べ
て
寒
さ
の

厳
し
い
東
日
本
で
は
比
較
的
脂
肪
分
の

多
い
豚
肉
が
好
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

明
治
期
に
な
り
飼
育
効
率
の
よ
い
豚
が

盛
ん
に
飼
育
し
始
め
ら
れ
、
次
第
に
豚

肉
文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

こ
の
食
肉
文
化
の
違
い
か
ら
、「
肉
じ

ゃ
が
」
に
入
れ
る
肉
が
牛
か
豚
か
で
日

本
列
島
が
二
分
さ
れ
る
。
関
西
が
牛
肉

で
、
関
東
が
豚
肉
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
豚
肉
入
り
中
華

饅
頭
の
呼
び
名
も
、
関
西
は
「
豚
ま
ん
」

で
、
関
東
で
は
「
肉
ま
ん
」
と
な
る
の

も
当
然
で
あ
る
。 

 
   

         

 

豆
腐
は
、
大
豆
の
搾
り
汁
（
豆
乳
）
を

に
が
り
な
ど
の
凝
固
剤
で
固
め
た
加
工

食
品
で
、
木
綿
と
絹
の
二
種
が
あ
る
。 

木
綿
豆
腐
は
、
熱
い
豆
乳
に
凝
固
剤
を
加

え
て
固
め
、
固
ま
っ
た
豆
腐
を
木
綿
の
布

で
水
切
り
し
成
型
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
絹
の
布
で
漉
し
た
も
の
が
絹
ご
し

豆
腐
と
思
い
が
ち
だ
が
、
絹
豆
腐
は
、
濃

厚
な
豆
乳
を
プ
リ
ン
状
に
固
め
切
り
分

け
た
も
の
で
、
滑
ら
か
さ
や
き
め
細
か
さ

な
ど
の
食
感
の
違
い
か
ら
の
呼
称
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
絹
豆
腐
は
濃
度
の
高
い

豆
乳
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
木
綿
よ
り
後

発
で
、
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ

と
で
あ
る
。 

 

豆
腐
に
は
多
種
多
様
な
食
べ
方
、
料
理

法
が
あ
る
。
定
番
に
は
、
冷
や
奴
、
湯
豆

腐
、
味
噌
汁
、
田
楽
、
鍋
料
理
の
具
材
、

白
和
え
、
揚
げ
だ
し
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、

厚
揚
げ
、
薄
揚
げ
（
油
揚
げ
）、
ひ
ろ
う

す
（
が
ん
も
ど
き
）、
高
野
豆
腐
な
ど
豆

腐
を
加
工
し
て
つ
く
る
食
品
も
お
馴
染

で
あ
る
。
兄
弟
分
に
は
湯
葉
や
お
か
ら
、

豆
乳
が
あ
る
。
最
近
は
、
豆
腐
ス
テ
ー
キ
、

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
豆
腐
グ
ラ
タ
ン
の
よ

う
な
洋
風
の
新
顔
も
健
闘
し
て
い
る
。 

 

筆
者
は
、
夏
は
冷
や
奴
、
冬
は
湯
豆
腐

で
酒
（
ビ
ー
ル
）
を
飲
む
の
が
好
き
で
あ

る
。
冷
や
奴
も
湯
豆
腐
も
大
阪
で
は
絹
で 

 

 

 

       

 

 

  

 

あ
る
。
か
つ
て
大
阪
に
は
切
断
面
が
波
型

に
な
る
絹
豆
腐
専
用
の
包
丁
が
あ
っ
た
。 

冷
や
奴
に
醤
油
が
絡
み
や
す
く
な
る
よ
う

考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
夏
場
の

絹
豆
腐
に
は
和
辛
子
を
つ
け
て
く
れ
た
の

も
懐
か
し
い
。
だ
か
ら
、
今
で
も
そ
の
日
の

気
分
に
よ
っ
て
辛
子
醤
油
と
生
姜
醤
油
を

使
い
分
け
る
。 

 

大
阪
で
も
鍋
料
理
に
は
木
綿
豆
腐
を
使

う
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
鍋
料
理

に
も
絹
を
使
う
。冬
場
の
酒
の
肴
に
焼
い
た

厚
揚
げ
を
生
姜
醤
油
で
楽
し
ん
で
い
た
が
、

最
近
で
は
、水
切
り
し
た
絹
豆
腐
を
油
で
揚

げ
て
、ア
ツ
ア
ツ
を
生
姜
醤
油
で
食
し
て
い

る
。 

（
槇 

野  

勝
・
記
）                  

  

                             

 

ー 
肉
と
豆
腐 

― 

大
阪
の
食
文
化 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇

字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（４） 


